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モレルの死
 林　田　治　男†　
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　初代鉄道技師長エドモンド・モレルは，1870年４月９日（明治三年三月九日）横浜に着
き，英国公使H・S・パークスの歓待を受けた1）。12日パークスの紹介により，東京で日本
政府高官と面会した2）。そして25日，芝口汐留付近から測量を始めた。他方19日付で伊藤
博文民部大藏少輔（当時）に全文８ヶ条よりなる建議書を提出し，５月28日（四月廿八日）
にはより体系的な建議を行った3）。鉄道建設のみならず，近代化の指南役としてモレルが
高く評価されている所以である。
　しかし甚だ残念なことにモレルは，着任20ヶ月を経ず1871年11月５日に亡くなった。本
稿では，その経緯を彼の「死亡証明書」，「遺言書」，『鐵道寮事務簿』および『鐵道附録』
を含めて日英双方の史料によって再構成していく。それにより，モレルの急速な病状悪化
と死亡，その翌日の夫人の急死という悲劇，および彼の高い評価が明らかになり，また日
本政府が受けた驚愕と衝撃が伝わってくる。そして，内外の新聞に掲載されたモレルの死
亡記事のいくつかを紹介し，往時の評価を再現しよう。
　本校の作成に当たり，匿名の査読者から貴重な示唆・教示をいただいた。ここに記して感謝の意を表
したい。なお残存するであろう誤りはすべて筆者の責任である。
†大阪産業大学経済学部経済学科教授
　草 稿 提 出 日　１月15日
　最終原稿提出日　５月23日
1 ）「モレルはパークスから鄭重な招きを受けて，イギリス公使館に滞在した。パークスは彼を激励し，
モレルはこれによって前途に光明を見出している。そうしてモレルは，パークスの紹介で大隈らと接
見する機会を得た。」（田中時彦『明治維新の政局と鉄道建設』206頁）。
2）『明治前期財政經濟史料集成』第10巻，18頁，トロートマンの伊達宗
むね
城
なり
大蔵卿宛手紙参照。
3）『伊藤公全集』第１巻，258頁，259～260頁参照。
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１．死亡
　1871年11月11日 The Japan Weekly Mail（JWM と略す，横浜で発行されていた英字新聞）
に掲載されているモレルの「追悼記事」の冒頭には，アルフレッド・テニソンの『イン・
メモリアム』73節の詩が捧げられている。テニソンの詩の引用は，彼の功績と人柄，突然
の死亡に伴う悲しみと驚きを集約しているとも言えよう。
１－１．「死亡証明書」
　「死亡証明書」に拠れば，モレルは1871年11月５日（日），横浜で死亡した。享年30と記
されているが，「出生証明書」にある「1840年11月17日生まれ」と整合的である。
　モレル夫人ハリエットの「死亡証明書」に拠れば，71年11月６日死去，享年25。両名は
62年２月４日ロンドンで結婚したが，その「結婚証明書」年齢欄の「未成年」とも矛盾がない。
　葬儀の翌日８日，ジョン・ピットマンが彼らの「死亡」を届け出た。これらは海外の出
来事なので，ロンドン戸籍登記所（FamilyHistoryCentre）の領事報告パートに所蔵さ
れている。しかし英国本国の場合と異なり，残念ながら「死因」が記されていない。
　鐵道差配役 W・W・カーギルは，英国公使館員 A・O・アダムズ宛11月６日書翰で，
モレルの死亡時刻を午後１時15分と記している4）。本稿では，この死亡時刻を採用する。
　死亡日は，明治四年九月廿三日に相当する。なお「1871年９月23日」5）や「明治四年十一
月五日」6）という，当時日本で使用されていた太陰暦との交錯した表現は，不正確で混乱
を生じさせるのみである。
4 ）NationalArchivesofUK（英国国立公文書館）請求番号【FO46/142】No.110.1871年11月13日発信，
262頁。FO は ForeignOffice（外務省）の略である。
5 ）例えば，山田直匡『お雇い外国人④交通』153頁。
6 ）例えば，原田勝正「モレル」の項（『国史大辞典』第13巻882頁）。
表１．夫妻の「死亡」
没年月日，没地 氏　名 年齢 職　業 死亡時の住所 届出人の氏名と住所
1871年11月５日，横浜 エドモンド・モレル 30歳 土木技師 横浜 ジョン・ピットマン，横浜
1871年11月６日，横浜 ハリエット・モレル 25歳 横浜 ジョン・ピットマン，横浜
〔典拠〕両名の「死亡証明書」から関連事項を抜粋して，筆者が作成した。
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　11月11日号 JWM は，夫妻が亡くなったことを報じ，７日（火）の葬儀参列者が多く，
アダムズ，カーギル，鐵
てつどうのかみ
道頭井上勝も出席したことを伝えている。
　これらの夫妻の死亡関連の資料も，夫人は日本人でないことを示している7）。
１－２．死因
　モレルの死因は『鐵道寮事務簿』に「肺病」，『鐵道附録』に「肺疾に罹り」との記載が
あるので，肺結核だったと考えられる。L・G・グランヴィル外相宛のアダムズの報告書にも，
肺結核で死亡した旨記している8）。JWM や The Hiogo News（神戸で発行されていた英字
新聞，『ヒョウゴ・ニュース』と記す）も，結核で亡くなった，と明記している。
　1871年11月１日（九月十九日）夕方４時，井上は参議大隈重信大藏大輔に見舞いに行く
よう要請しているが，既に危篤状態だったことが記してある。
　　▼　過刻川㟢より後藤氏迠申遣候處，着港直樣モレロへ見舞，既に没命之有樣気之毒
之至り，何卒今晩より明朝迠今朝申上候事何卒御運ひ被成下度，態と御知せ仕候也9）
　夫妻の死亡を伝える『大隈文書 M』【A4553】の全文を掲げておこう。
　　▼　廿三日附來書譯文　　井上〔勝〕君へ　　ヘアールより
　　　モレル氏今午後第一字
マ マ
三十分，死去致候。没命の際に至り，側に在る者一同苦痛の
躰も見届不申候。葬式明後日午後の積に付，時刻の儀御申越に候。來客の爲，蒸氣車
を川㟢に相備置可申候。
　　▼　廿四日附同断　　　井上君へ　　　ヘアールより
　　　モレル氏妻も一昨夜巳來閉息罷在候處，今朝第一字
マ マ
三十分，夫と同樣死去に及候。
彼夫死候時刻に遅るゝ事全く十二字
マ マ
間なり。兩人とも明日午後三字
マ マ
，葬礼の積りに御
座候。一字
マ マ
頃に蒸氣車を以て川﨑に御待受可申候。
　　　辛未九月廿四日譯
　モレルが11月５日午後１時30分に亡くなり，夫人が12時間後の翌６日午前１時30分に亡
くなったと伝えている。葬儀は７日午後３時からだが，そのために横浜から川崎まで迎え
の汽車を差し向けると述べている。
7 ）「日本人妻」説の発端は，『交通新聞』1957年10月13日号にあり，大隈重信夫人付き小間使い「きの」
と名前まで創作したのは南条範夫『驀進』（『オール讀物』昭和43年10月特別号所収）である。
8 ）【FO46/142】255頁。
9 ）『大隈文書』マイクロフィルム（『大隈文書 M』と記す）【B571】，『大隈重信関係文書２』，11～12頁「モ
レル危篤」。なお引用に際し，ひらがな表記に変え句読点を補い読みやすくした。以下同様。
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　ところで，『木戸日記』11月７日に拠れば，「朝英人モレロ過る廿三日死去，夫人も爲其
發狂終死去すると云」10）。ハリエット夫人の死因を，木戸は「發狂」と書き，後述するよう
に『鐵道寮事務簿』では「シヤクヲ　ニサンド　ヲコシ」とある。「死亡証明書」に死因
欄がなく断定はできないが，夫人は看病による体力消耗と夫の死去による精神的衝撃も加
わって，神経系あるいは呼吸器系の急性疾患で死亡したと考えられる。巷間言われている
「結核説」の根拠は，ここにはない。
　なお夫妻の死亡を井上に電報で伝えた「ヘアール」とは，JWM 葬儀記事で，ハリ
エット夫人の棺を担った Mr.Hare と推察される。英国「土木学会名簿」に拠れば，「学
生会員」だったハーバート・トーマス・ヘアが建築副役として来日従事していた。彼は
“freeBMD”に拠れば1847年２月ロンドンで生まれ，キングス・カレッジ・ロンドンの
University Callendar（『大学便覧』と記す）に拠れば65年～66年同大学工学部で学んだが，
卒業していない。モレルもロンドン生まれであり，58年に同大学工学部で学んだが，卒業
していない11）。このようにモレルと共通点があり，ヘアは夫妻と親しかったと考えられる。
ヘアは67年11月土木学会の「学生会員」になっているが，残念ながら入会推薦書が不用だっ
たし，「準会員」にもなっていないので，経歴調査が容易ではない12）。
　鐵道掛が，明治五年十一月「廿六日（72年12月26日）傭使外國人の姓名職務及び給料等
を調査し現員表を製」した中に，「明治四年辛巳正月十一日より五年間」雇用された「建
築掛副役，ヘーマ，壬申二拾五歳」なる技師がいる13）。この「ヘーマ」は役職や年齢から，
ヘアのことと考えられる。また『鐵道寮事務簿』第４巻第202号に拠れば，ヘアが鐵道差
配役カーギルを通じて出した辞職願を受理する旨，山尾庸三工部少輔が72年11月８日付で
井上鐵道頭に通知している。ヘアは２年足らずで辞したことになる14）。
１－３．身寄りは ?
　モレルが結婚した1862年２月以降，英国，オーストラリア（豪州と記す），ニュージー
ランド（NZ と記す）で，該当するモレル姓の「出生証明書」はない。新聞記事にも見当
たらない。相当する乗船名簿に，モレル夫妻の子供の記載はない。したがって，来日前に
子供は生まれていない，と断定できる。さらに JWM や『ヒョウゴ・ニュース』の「死亡
記事」「追悼記事」，日本側史料にも子供のことは一切言及されていない。また日本での，
10）『木戸孝允日記』第２巻，102頁。
11）彼らの出席状況と成績は，同大学の Engineering RegisterNo.11857-69参照。
12）ヘアの父トーマスは有名な法律家で，Oxford Dictionary of National Biography に載っている。
13）『鐵道附録』15頁。
14）その後上海の海関で働いたらしい。筆者は史料に当たってみたが，これ以上の調査は進んでいない。
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表２．71年頃の家族の動向
名　前
死　亡　状　況　（●はモレル以前に死亡していた人）
生　前　の　こ　と
父トーマス
●60年11月24日，長患いの後，肝臓病のため52歳で死亡。
　兄弟とピカデリーでイタリア商品卸・ワイン商をしていた。
母エミリー
●46年８月１日，ピカデリーの自宅で31歳で事故死。
　エミリー（６歳），エドモンド（５歳），アグネス（３歳）を残して。
義母クリスティアーナ
77年６月６日，英国南部イーストボーンで死去（69歳）。
　50年５月16日トーマスと結婚。夫の死後，イーストボーンで寡婦暮らし。
姉エミリー
1929年６月12日，ロンドン南西部郊外ブロムリーで死去（89歳）。
　66年10月18日，外科医のG.J. スティルウェルと結婚。
　義兄ジョージ・ジェイムズ・スティルウェル
●67年７月22日，ムーアクロフトで，腸疾患のため死亡（34歳）。
　66年10月18日エミリーと結婚。
妹アグネス
98年７月17日，ワンズワースで乳癌のため死去（55歳）。
　病弱で入退院を繰り返す。
父方
モレル家
祖父ルイ
●37年１月28日，埋葬された。
　ブリューワー・ストリートで，油商。後ピカデリーへ移転。
叔父ルイ
●42年５月13日，ピカデリーの自宅で神経性熱病のため29歳で死亡。
　肖像画の絵描き。
叔父ヘンリー
●62年８月18日，スコットランドのケイスで事故により客死。48歳。
　家業手伝い。
叔父チャールズ
●54年10月末っ子の誕生と61年国勢調査の間に死亡？
　アトニー（事務弁護士）
叔父スティーヴン
76年１月10日，ハムステッドで，急性気管支炎のため死去（55歳）。
　家業を継いでいた。
母方
エイベケット家
祖父ウィリアム
●55年２月23日，ハムステッドで，77歳で死亡。自然死。
　ゴールデン ･スクエアで，47年頃までソリシター（事務弁護士）。
伯父ウィリアム卿
●69年６月27日，アッパー・ノーウッドで，62歳で死亡。
　52年１月～57年２月，豪州ヴィクトリア州初代最高裁長官。
伯父トーマス・ターナー
1892年７月１日，豪州メルボルン近郊で死亡（83歳）。
　法律家。50年豪州に移住。60年11月から１年間の無任所大臣も経験。
伯父ギルバート・アボット
●56年８月30日フランスで，チフスに罹り45歳で死亡。
　雑誌の編集者として有名。バリスター（法廷弁護士）でもあった。
伯父アーサー・マーティン
●71年５月29日，豪州アッシュフィールドで，59歳で死亡。
　外科医。38年豪州に移住。
叔母マーガレット・ルイー
ズ・ジェイン
71年12月28日，ケンジントンで，卒中のため死去（54歳）。
　43年４月４日，法律家のT.H. テレルと結婚。不仲だった。
〔典拠〕各人の証明書に，国勢調査，『法律家名簿』，『ロンドン郵便住所録』を加味して，筆者が作成した。
モレル姓の「出生証明書」もない。加えて「遺言書」にも子供のことは何ら述べられてい
ない。それゆえ，夫妻に子供はいなかったと結論できる。
　モレルが亡くなった頃，彼の身寄りがどうなっていたかをまとめておこう。
　父トーマスは60年11月，実母エミリーは46年８月に亡くなり，義母クリスティアーナは
英仏海峡に面するイーストボーンで寡婦暮らしをしていた。その夫ジョージ・J・スティ
ルウェルが結婚の翌年67年７月に亡くなったが，姉エミリー・スティルウェルは亡夫の家
族が住むロンドン南西郊外イプソンで暮らしていた。妹アグネス・モレルは，ロンドン西
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郊ヘイズ・ノーウッドの小病院で入院療養していた。
　父方祖父ルイは37年１月，同名の絵描き叔父ルイは42年５月ピカデリーで，家業に従事
していた叔父ヘンリーは62年８月にスコットランドで，法律家だった叔父チャールズもそ
のときまでには亡くなっていた15）。しかし叔父エドモンド・スティーヴンは，健在で職住
分離はしていたが，祖父の代からの商いの地ピカデリーで，ワイン商を営んでいた。
　母方祖父ウィリアム・アベケットは55年２月にロンドン北郊のハムステッドで，豪州
ヴィクトリア州初代最高裁長官を引退していた伯父ウィリアム卿は69年６月に英国サリー
州で，また雑誌編集者として有名な伯父ギルバート・アボットは16）56年８月にフランスで，
外科医の伯父アーサ ・ーマーティンは71年８月にメルボルン郊外で亡くなっていた。他方，
法律家・政治家のトーマス・ターナーはヴィクトリア州で活躍していたし，母方の従兄達
は英国や豪州で実力を発揮し始めていた。
　つまり，モレルは「身寄りがなかった」と一部で紹介されているが17），それは誤りである。
２．遺言
　「遺言書」「遺産検認」から浮かび上がるモレルの遺産の内容と人間関係を調べていこう。
遺言書から夫妻，子供，姉妹のことが，遺産検認から遺産額とその受取人が判明する。次
に，父から相続した遺産額，彼自身が残した額からその間の彼の生活を類推していこう。
２－１．遺言書，遺産検認
　モレルは亡くなる６日前の10月30日（月），妻ハリエットらに対して最終「遺言書」を
認
したた
めた。2011年３月末にロンドンで筆者が入手した「遺言書」の全訳を試みよう18）。
　　▼　英国法廷　神奈川〔登記所〕
　　　以下のことを知らしむべし。すなわち，英国法廷神奈川登記所で実施された検認に
より，1871年11月15日に，1871年11月５日横浜で死亡したエドモンド・モレル氏の最
終「遺言書」が，相続人の一人であるジョン・ピットマン氏により確認され，該遺言
15）ここ数年間，筆者はチャールズの「死亡証明書」を探しているが，まだ見つけることができない。末
子ハーバートが54年10月２日に生まれたとき，チャールズが「鉄道事務員」と記され，妻エリザベス
が61年６月12日に亡くなった際には「寡婦」となっているので，この間に亡くなったはずである。
16）彼はチャールズ・ディケンズと交友があり，亡くなった時にはディケンズが追悼文を書いている。
17）例えば，沢和哉「エドモンド・モレル」（『地域開発ニュース』2001年３月号）。
18）翻訳に際し“mydwellinghouseorplaceorplacesofresidence”を「私の家」としたように，遺言
書特有の冗長さを避け，いくつかの箇所を簡潔に訳した。
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書に間違いないと確認してもらうべく他の相続人であるエミリー・スティルウェルに
留保され，現在その検認書は登記所の権限で記録にとどめられている。該遺言書の主
旨は以下の言説に示される。
　　　これは，日本国横浜の土木技師である私エドモンド・モレルの最終遺言書である。
私は，私が死去したとき私の家に有るか属している絵画，出版物，書籍，食器，リン
ネル，磁器，葡萄酒，酒類，食料，家財道具，家具，骨董品，馬車，馬，その他の動
産を遺言により妻ハリエット・モレルに与える。私の死後１ヵ月以内に妻に渡される
べき1,000ドルの金額をこの遺言により彼女に与える。私が死んだ時点で権利を保有
している不動産，賃借不動産，および還付された残余動産と不動産を，あるいはこの
遺言書によって処分権を有するものを，妻ハリエット・モレルの生涯にわたり彼女の
意のままに使用する権限をこの遺言により彼女に与える。妻が亡くなった場合には，
姉エミリー・スティルウェルと横浜在住の商人で友人のジョン・ピットマンが，妻よ
りも長生きしている場合には両者で等分され，あるいは片方が先になくなった場合に
は残りの人に全部が与えられる。両名が先に死亡した場合には，この遺言書の相続人
で，妻に代わる不動産の受託人であるジョン・ピットマンの相続人に与えられる。
　　　ウィリアム・ガンストン・ハウエルとF・ブリンクリー立会いの下でなされた全て
の古い遺言書を破棄する。私遺言人エドモンド・モレルは，この２頁分の最終遺言書
を1871年10月30日に自らの手で認めたことを証する。　―エドモンド・モレル
　　　我々はモレル氏の要請により，モレル氏立会いの下に同時に会し双方の立会いの下
に，証人として氏名を記し署名確認した。　―ウィリアム・ガンストン・ハウエル，F・
ブリンクリー
　　　この証言状が発されたことを宣誓し証言する。先述の検査の時間に日本の横浜〔神
奈川〕で行われ，1876年１月10日に封印された。
　　　I・C・ホール　登記人代理
　71年11月に亡くなったモレルの遺産検認は，随分と遅れて77年７月24日になされた。「遺
産検認」を翻訳しよう。
　　▼　エドモンド・モレル　動産4000ポンド弱
　　　〔1877年〕７月24日　日本横浜在住だった土木技師エドモンド・モレルは，1871年
11月５日に横浜で死亡した。モレルの遺言書はロンドン登記所で19），サリー州イプソ
19）「ロンドン登記所」の訳語を充てているが，ロンドンの遺産検認を登記する“PrincipalRegistry”で
ある。ちなみにイングランドとウェールズには，他に11ヶ所の登記所と18の登記出張所がある。
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ン，ウォープル・ロード在住の寡婦で，故人の姉であり相続人の一人であるエミリ ・ー
スティルウェルにより検認された。
　井上から大隈宛11月１日書翰で危篤と述べているが，モレルは，その２日前ハウエルと
ブリンクリーの両立会人を呼び遺言内容を変更した。10月30日時点で，モレル自身ハリエッ
ト夫人の健康状態が思わしくないことを自覚していたので，「遺言書」に夫人が亡くなっ
た場合も追加した。ピットマンに後事を託したのも，その現れである。事実この不安は的
中し，モレルが亡くなると12時間後に夫人も後を追うように息を引き取った。危篤状態の
モレルでさえ気付くほど，すでに夫人も衰弱していた。
　「私の死後１ヶ月後以内に妻に渡されるべき1,000ドルの金額」は，明治天皇から下賜さ
れた5,000ドルの一部を指している，と考えられる。
　「遺言書」に子供のことを一切述べていない。夫妻に「子供はいなかった」し，妹アグ
ネスは病弱だったので，結局4,000ポンド弱の遺産は姉エミリーに与えられた。
２－２．立会人
　遺言立会人ハウエルは JWM 編集者で，棺を担った Mr.Howell，ブリンクリーは後年
JWM 編集者となった英国海軍将校 FrancisBrinkley である。このように，モレルがジャー
ナリストと親しかったことは，死亡時の JWM 記事などの特別な扱いを物語り，縦横に文
筆を振るった母方伯父特にギルバート・アボットの活躍や交友関係を髣髴とさせる。
　「遺産検認」と“FreeBMD”に拠れば，ハウエルは1859年ケンジントンで結婚し，
1909年７月18日グリニッヂで亡くなった。80歳で1,100ポンド強の遺産があった。『The 
Japan Directory　幕末明治在日外国人・機関名鑑』（『在日外国人名鑑』と略す）に拠れば，
1870年版～77年版に記載がある。
　他方ブリンクリーは，同名鑑72年版以降に載っている。1841年12月30日，ダブリン西郊
パーソンズタウンで生まれ，トリニティ・カレッジ・ダブリンで古典学や数学を学び，そ
の後ウリッチ王立軍事学校に進み軍人になった。67年から駐在武官として日本に滞在し，
71年にそれを辞し明治政府の外交顧問となり，78年から２年半工部大學校数学教師となっ
た。81年以降 JWM 社主となり，編集に携り，日本政府寄り新聞として強い影響力を持っ
ていた。1912年10月12日東京で死亡し，青山墓地に葬られた20）。
　ブリンクリーは，モレルと同世代であり，ウリッチで学んだ点で共通点がある。モレル
20）彼の簡単な経歴が，篠原宏『日本海軍お雇い外人』132頁，134頁に紹介されている。
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がその創設を建議した工部大學校で教鞭をとった。またトリニティ・カレッジ・ダブリン
で古典を学んだ点では，モレルがラブアン在任中の提督だった T・F・キャラハンと同じ
である。両名にはこのようにいくつかの接点がある。
　またブリンクリーは，86年３月25日に「やす」（旧姓「たなか」）と東京で結婚した。と
ころで当時イングランドの法律では，日本人との婚姻は無効であり，したがって妻やその
子供たちに遺産分与はできなかった。そこで彼は法務長官を訴え，90年２月８日に「婚姻
が有効である」ことを認めてもらった21）。
２－３．ピットマン
　夫人の棺の直ぐ後を歩き，「死亡届け」を提出し，遺産の一部を相続した JohnPitman
とはいかなる人物か。『在日外国人名鑑』1870～76年版の横浜在住者の中に記載がある。
73年版では，「居留地32a 番地ピットマン社，鐵道寮代理人」，75・76年版では「山手107b
番地」とあるが事務所の記載はない。またピットマンに対して，70年５月２日に横浜のラ
ンガン社が諸費用雑費として洋銀72ドル75セントを受取った22）。つまり70年から76年頃ま
で横浜にいた商人で，モレルが到着した70年４月頃にはすでに鉄道関係の取引を行ってい
た。71年７月22日号JWM の乗船記録に，神戸から東京丸で15日に横浜に到着した中に，
モレルの次にピットマンの名前がある。鉄道用資材の売買を行っていたので，これも彼だ
と思われる。
　さらにラブアン在勤中の67年12月21日，ジェイムズ・セント・ジョン宛に，炭鉱からモ
レルと連名で手紙を出したピットマンと同一人物と思われる。この時ピットマンの肩書
きは，海事監督兼総支配人となっている23）。ピットマンとはラブアン時代から交流があり，
彼は来日して鉄道関係の仕事をしていたので，モレルとの繋がりも濃厚であった。それゆ
え相続人で，葬儀のときに棺の傍らに居たこと，などすべてが滞りなく説明できる。
　他方『明治政府翻譯草稿類纂』にピットマンの名前が登場する。74年10月清国総税務司
ロバート・ハートとの面談を報告したのに始まり24），76年から頻出する25）。土方久元宛，中
21）The Sunday Times 1890年２月９日号，Daily News ２月10日号参照。
　　アーネスト・サトウ，ラフカディオ・ハーンのように当時日本で暮らしていた欧米人は，日本人女
性との結婚・生まれた子供たちへの遺産相続・自らの国籍問題などで悩まされていた。これらも「日
本人妻説」への反証の一つとなる。
22）『明治前期財政經濟史料集成』第10巻20～21頁。
23）【CO144/27】19～21頁。また【CO144/24】456頁，【CO144/26】482～483頁の手紙にも名前が出てい
る。CO は ColonialOffice（植民地省）の略である。
24）『明治政府翻譯草稿類纂』10巻95～96頁。
25）同書37～40巻。
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村弘毅宛が主で，中国情報を報告している。報告を受取った両名の役職は「太政官調査局
書記官」となっている26）。つまりピットマンは，後年中国情報を収集し日本政府に報告す
る役割を演じている。77年10月26日，上海から中村宛報告に興味ある紹介がある。
　　▼　香港の知事〔香港提督ヘネシー〕は，頗ふる聡明にして凡そ東洋の事件には何事
に依らす，大分に配慮致候人に有之。同氏嘗てボルネヲ沿岸なるラブアン殖民地の知
事在職中，拙者三ヶ年間同氏の部下に奉務致候に付，拙者香港到着の節には，實に限
りなき優渥なる待遇を蒙り候27）。
　かくしてピットマンは，ラブアンと横浜でモレルと一緒になった人物だと断定でき
る28）。
　ところで，時の香港提督 J・P・ヘネシーは，77年６月７日から３ヶ月間の長きに亘り，
当時の大隈大藏卿や井上馨工部卿の招きで来日した。ピットマンも同行したが，大隈と両
名の間にはモレルという共通の知人がいて昔話に花が咲き，ラブアンや鉄道のことにも話
が及んだとも考えられる29）。
　なお『資料　御雇外国人』に拠れば，英国籍のピットマンは，78年６月から月給300円
で内務省・大蔵省雇いとなった。主たる業務は東洋の商況調査であった。
　ここで，71年11月５日に亡くなったモレルの遺言書公開と遺産検認が数年も遅れた原因
を類推してみよう。表向きは，モレルが日本で死去し，夫人も翌日亡くなったことなどが
挙げられる。ハリエット夫人も翌11月６日に亡くなり，ピットマンが残された唯一人の日
本在住相続人だった。ところがその頃からピットマンは中国に渡り，商況調査の目的で情
報収集に当り多忙となり，後の手続きが遅れてしまった。これが隠された理由と考えられ
る。結局遺言書は，76年１月に横浜で封印されロンドンに送られ，77年７月24日に検認さ
れた。奇しくもピットマンが横浜に立ち戻り，中国での旅費などを土方に請求した頃だっ
た30）。
　ピットマンは日本政府雇いとなっていたこともあって相続権を放棄し，姉エミリーが全
26）それぞれ『百官履歴二』40～45頁，348～351頁，他に平井秘書官宛もある。
27）『明治政府翻譯草稿類纂』第38巻191頁。
28）日本人で初めて外国人と正式に結婚した南貞助の妻エリザ（ElizaPittman）とは綴りが異なるので，
その縁者ではない。
29）重松優「香港総督ジョン・ポープ・ヘネシと大隈重信」参照。ヘネシー招待の目的が外交上正当では
なく，目論見も達成されなかったので，この件は後年それほど取上げられなくなった。
30）『明治政府翻訳草稿類纂』第38巻155～156頁。
　　モレル研究家としては，書籍や手紙類を含めて，ピットマンが漏れなく迅速にエミリー宛に送付し
ておけば，日記や文書を含めた資料保存が可能だったと悔やまれる。
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財産4,000ポンド弱を相続した。
　遺言書などから，以上のような交友関係が浮かび上がる。
２－４．お金の使い方
　1870年11月に亡くなったモレルの父トーマスの「遺言書」「遺産検認」に拠れば，彼は
３万ポンド弱の動産を残し，うち2.9万ポンドをエミリー，アグネスを含めた子供たち３
人で等分するよう指示していた。したがって，モレルは9,666ポンド13シリング４ペンス
を受取ったはずである。然るに4,000ポンド弱しか遺さなかった。遺産を相続してから11
年間で，平均して年500ポンド強を費消していた計算になる。
　モレルは，63年４月から２年弱豪州メルボルンとNZで，65年12月から少なくとも２年
余は北ボルネオのラブアンで，遅くとも69年６月から70年１月まで南豪州で，技師として
の収入があったはずである。実働６～７年，1,200～2,100ポンド程度の収入はあったと考
えられる。70年４月から71年10月まで，日本政府から合計2,990ポンドを受取った。総計
4,000～5,000ポンドとなる。つまり，遺産総額に匹敵する収入があった。
　他方62年２月に結婚し，その１年後にハリエット夫人を伴いメルボルンを訪れ，また
NZ南端のオタゴやウェリントンに移り，65年２月に彼の地を発ち４月にロンドンに帰っ
た。今度は単身で，65年10月初めに英国からマルセイユを経由してラブアンに向い，２年
余滞在した。その後アデレードに移った。70年２月初めに南豪州を発ち，セイロンでレイ
と面会し，そこから上海経由で70年４月９日に横浜に到着した。他方ハリエット夫人は70
年４月に英国を発ち，６月７日に横浜に着いた31）。
　確かに，このような度重なる遠隔地への移動32）や４年余の夫婦別居生活は相応の費用が
嵩んだと言える。しかし父トーマスから同額の遺産を相続した妹アグネスは，病弱で入退
院を繰り返し働いてないにもかかわらず，財産からの利子収入などで38年間暮らして行き，
98年に亡くなったとき8,600ポンド強を遺している。
　当時技師としての収入だけで中産階級としての生活はほぼできたはずである。しかしモ
レルは収入以上の生活をおくり，年平均900ポンド前後を費消していた。単に金遣いが荒
かったのか，もしくは技師長や政策提言者としての資質を磨いていくため，相当の自己研
鑽，将来への自己投資を行っていたのか。残念ながらいずれかを物語る史料はない。
31）これら一連の移動は，関連している新聞の乗船記録に拠っている。
32）ダネディン市ホッケン図書館保有のCorrespondencebetweenMr.VarnhamandDr.Featherstone.
に拠れば，夫婦で客室を使うと英国からシドニーまで425ポンドかかった。
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３．往時の日本側資料
　病状悪化による転地療養の申請書と死後の対応を示す資料を提示して，日本側がモレル
を高く評価していたことを例証しよう。これらにより，彼の貢献と維新政府の姿勢を窺い
知ることができる。鉄道草創期に関心ある人々が，悉く彼を褒め称える事情が那辺にある
かを克明に物語っている。なお原文に適宜ルビをふり句読点を補い，〔　〕内に引用者註
を加えた。
３－１．『鐵道寮事務簿』
　「モレル病死並佐畑他印度行」云々（以下）
　［本文；甲］
　　▼　別紙之通，鐵道建築師長モレル氏より療養之爲二ヶ月之暇を乞候に付，カーギル
氏とも談話致候處，右は肺病にて寒冷を憚
たん
忌
き
致候症故〔肺結核を患っており寒冷地は
好ましくないので〕，印度地方に趨
ママ
き嚴寒の冬季を避け度旨に有之〔暖地への転地療
養を希望〕。尤其職掌之建築方は，是迠自分任使所致の副長己下皆能從事熟練之者に
有之候故，任務爲致候而遺憾無之樣兼て同人構意有之義に候間〔モレル不在でも鉄道
建設は支障がないようにしてきているので〕，右願の通御聞濟可然存候〔申請を認可
すべきと思う〕。尤同人病状之原由は，素鐵道之創業に不熟之工夫を指揮し齟齬多端
日夜多忙之處，鋭意勉勵成功を促し候爲，雨露を冒犯し不自由の内地を跋
ばっ
渉
しょう
し候より，
相醸し候義に可有之存候〔病状悪化の原因は，鉄道建設に未経験の日本人を指揮し，
日夜を問わず職務遂行に没頭したからである〕。且後事遺託の師長雇入候得は，多分
の失費にも可相成の處，其義にも不及候樣取斗候哉の趣〔後任を雇うとかえって費用
も嵩む〕，右前後萬端注意の志を考量致し候得は，同人今般療養の旅行印度迠の往返
旅費并滞留中手當として，洋銀五千枚許臨時に投賜相成候樣致し度存候〔旅費滞在費
として半年分の給料相当の約1000ポンド支給して欲しい〕。就ては同人印度行致候に
付ては，右地方鐵道之組立并汽車運轉之法立
ママ
等篤と熟覧爲致可申，且於御國将來益必
用之義に付，幸い同人教導として別紙人員之者同行，鐵道之實地運輸之機務習熟爲致
度候〔これを機会に，モレルに随行させインドにおける鉄道の組み立てや運行状況を
視察学習させたい〕。何分にも汽車轉走乗客荷物諸驛發着休停食用等取扱之義は，従
前之火船操練よりは一層重大之事業に有之候間〔鉄道の運行は蒸気船よりはるかに複
雑で難しい〕，以來右目撃親
しん
炙
しゃ
の者任用不致候ては不便にも有之〔したがってこれら
のことを見聞し熟知している者でなければ都合が惡い〕，第一機關転車の過失の懼
おそれ
も
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有之候間，右同行熟見爲致度存候。
　　　右相伺候　　辛未九月十八日〔1871年10月31日〕
　［付属文書；乙］「モレル氏願書譯文」
　　▼　謹而請ふ「今予に二ケ月の暇を賜へ〔２ヶ月間の療養を申請〕，從前十八ケ月奉
職中焦思盡力せん處〔これまで在職中18ヶ月間誠心誠意任務に励んできた〕，結局大
に健康を損するに至れり。因て此に醫家の容體書を封入し〔医者の診断書を付けて〕，
以て貴下の之を政府に啓して垂仁の勘辨あらんことを希望す〔政府に上申し，誠意を
持って熟考してほしい〕
　　　1871年10月28日〔九月十五日〕　建築師長　モレル　於橫濱
　　　鐵道支配人　カーギル君え
　［付属文書；丙］「死亡通知電報」四字三十二分發着信　出状人鐵道掛ヘーヤ
　　▼　モレロ，今日時計一字に死にました〔午後１時死去〕。葬禮は明後日昼過に御座候，
此段お知らせ申し候
　　　工部省御中　明治四年九月廿三日
　［付属文書；丁］「モレル夫人死去」橫濱表より別紙の通り申越候に付入候讀無之候
　　▼　サクジツ　イチジハン　モレロウジ　アイハテ　ソノイライ　トヲニシ　ニヨヲ
ボヲ　シヤクヲ　ニサンド　ヲコシ　ツイニ　サクヤ　イチジスギニ　アイハテソロ
ム子　ジヲルジ　モウシソロ〔モレル死後，夫人が２～３回，癪を起し，ついに昨夜
１時過ぎに死亡した旨，ジョージ（使用人 ?）申し候。〕
　　　九月廿四日
　［付属文書；戊］
　　▼　佐畑鐵道權助，松田鐵道中屬，水谷鐵道中屬，瓜生鐵道中屬
　　　右四名之者，過日當省雇入英人モレル氏印度行に同行被仰付候處，同氏儀去る廿四
日死去致し候に付〔次の『鐵道附録』相当部分を含め，24日死去は単純なミス〕，四
名之者印度行御免之辞令書御渡し相成候樣致し度，此案申進候也〔佐畑など４名，モ
レルに同行して印度へ行き，同地で鉄道の視察を行なう予定も，モレル死去に伴い中
止となった〕
　　　辛未九月廿七日　工部大輔　伊藤博文
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　　　正院　御中
　以上甲～戊は，『鐵道寮事務簿』第１巻，66号，316～322頁。
３－２．『鐵道附録』
　［補足資料；己］以下，引用はいずれも『鐵道附録』，「工部省　鐵道」，25頁。
　　▼　「建築師長モレル氏に資金を賜ふ」
　　　九月，英人建築師長ヱトモントモレル肺疾に罹り，療養の爲め印度地方に往かんこ
とを請ふ，乃ち左の命あり。
　　　昨庚午の夏，我政府の徴
もとめ
に應し來りしより以來，工部建築の事に從いひ夙
しゅく
夜
や
勉勵怠
らす故を以て，東京橫濱及神戸大阪間の鐵道殆と落成に至り，建築の學科も亦隨て開
け，我人民將に永世の洪益を受んとす。是単に汝か勤苦と才能とに是れ由る〔努力と
能力を高く評価〕。其功少しとせす。今や不幸にして疾に罹る。我政府に於て甚た之
を憂ひ，切に其回復の速なるを望む。因て
　　　天皇陛下の命により，療養の資として金五千兩を下賜す。
　　　九月十九日，工部大輔，後藤元燁達之
　　▼　「建築師長モレル氏病死」
　　　鐵道權助佐畑信之，鐵道中屬松田金次郎，水谷六郎，瓜生震の四名，印度地方の鐵
道組立方並に汽車運轉方を實視の爲め「モレル」え隨行を命せらる，尋て廿四日「モ
レル」死去〔誤り〕，四名の印度行を罷む
　　　廿二日，瓜生震をして造船頭肥田爲良と共に歐米各國へ派遣せらる（瓜生震欧行中，
６年５月１日工部省留学生を命せられ，７年６月９日帰朝，仝年６月22日鐵道三等技
手に任す）〔両名とも，岩倉使節団の一員として加わった〕。
３－３．資料が語ること
　かくして，これらの資料から以下のことが判明する。
　モレル死亡に関する『鐵道寮事務簿』［本文；甲］は，鉄道建築師長モレルが自らの健
康を省みず，日夜職務に没頭し肺結核の病状を悪化させたので〔健康悪化の理由〕，1871
年10月31日付で33），２ヶ月間のインドへの転地療養を申請した〔病気療養の申請内容〕。モ
レル不在の間は，副長以下の者がその職務を代行できるので，業務に支障はなく〔療養中
の業務遂行〕，差配役カーギルの諒承も得られた〔内部手続き〕と述べている。なお，1,000
33）遺言書を書き換えた日でもある。
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ポンドの転地療養費の方が，後任を招聘するよりも失費が少なくて済む〔費用比較〕うえ
に，この機会にモレル配下の日本人を療養に同行させ，併せて彼の地で鉄道事情を視察学
習させる〔同行者の任務・付随的目的〕と補足している。
　当時モレルの給料は月額850円であった。77年の副技師長ジョン・イングランドの死亡
追償金1,000円や鐡道差配役カーギルの任期満了帰国に伴う償金2,000円に比べて，絶対額
および比率とも甚大であることが分かる。これも，モレルの評価の高さを物語っている。
　モレルの差配役への休暇療養申請は，10月28日付けである［付属文書；乙］。
　［付属文書；丙］は，モレルが明治四年九月廿三日（11月５日）午後１時に亡くなり，
葬儀は廿五日に行われると知らせている〔死去の知らせと葬儀日程〕。差出人はヘーヤと
記してあるが，前節で述べたヘアのことである。転地療養申請から死亡まで，わずか８日
間だったがゆえに，病状の急激な悪化により，結局その願いも叶えられなかった。
　これらは JWMの死亡，葬儀記事と整合的である。
　さらに［付属文書；丁］は，モレルの死後，夫人が２～３回癪を起し夜１時過ぎに死亡
したことを告げている〔夫人急死〕。なお『広辞苑』では，癪を「種々の病気によって，胸部・
腹部に起る激痛の通俗的総称」と説明している。JWMのハリエット夫人死亡記事と整合
的である。
　モレルが死亡したので，佐畑ら配下４名のインド行きも中止となったことを付け加えて
いる［付属文書；戊］。
　明治天皇の命により，療養費として金五千両が下賜された［補足資料；己］。
　『鐵道附録』「工部省　鐵道」［補足資料；己］にある「九月廿四日モレル死去説」以外，
これら日本側資料はモレルとハリエット夫人の「死亡証明書 ｣，『大隈文書M』，JWMや
『ヒョウゴ・ニュース』の死亡・葬儀記事，「追悼記事」，および『土木学会誌』「追悼記事」
などと整合的である。なお，後藤元
もと
燁
あきら
とは73年３月に参議になった象二郎のことで，彼は
1871年８月14日（明治四年六月廿八日）工部大輔に任じられた34）。
３－４．伊藤のカーギルへのお悔み
　伊藤はモレルの来日予定日をパークスから聞き，横浜で出迎えるべく1870年３月下旬彼
を待っていた35）。到着後１週間目には，モレルから全文８ヶ条よりなる建議を受けた。５
34）『百官履歴一』80頁。
35）３月22日付，伊藤は「昨日英公使ヘ面会仕候處，銕道機關者モレロ自今七日之間に着港可仕段申越，
印度セロン島にてレーニ出會約条も取極申候由に御坐候。右ニ付私ハ同人着港迠滞居可仕心得に御坐
候。」（『大隈文書M』【B46-2】，『大隈重信関係文書』第１巻，190頁）と伊達・大隈宛に報告した。
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月28日にはより具体的で体系的な建議書を受取った。７月下旬には，大阪と神戸間の測量
に向うモレルと同船して上方に行った。このように，当初から伊藤はモレルと深い関係を
築いていた。しかるに，モレル死亡時に工部大輔伊藤の名前が出てこない。筆者は，ずっ
とこのことが腑に落ちなかったが，次の書翰を読み，疑問が氷解した。
　　▼　W・Ｗ・カーギル殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1871年11月６日
　　　　拝啓
　　　数日前モレル氏が病魔に犯され，今朝身罷ったという突然の知らせを受け，深く悲
しみにくれ衝撃を受けております。当初より，モレル氏は我国の鉄道建設との関連で
多大なる尽力をなし，我々は氏に対して全幅の信頼をおいていました。予想だにしな
かったことですが，氏が病に伏し逝去されたことは，今後の鉄道工事の進捗にも支障
をきたすのではないかということが懸念されますがゆえに，悲嘆にくれております。
天皇陛下が状況をお聞きになったとき，陛下はたいそう悲しまれお悔みになられてお
りました。
　　　日本政府がモレル氏の葬儀一切の費用を支弁しますので，遺漏なきよう万事取り計
らい下さるよう宜しくお願い致します。取り急ぎご連絡申上げます。
　　　（署名）工部大輔　伊藤博文36）
　伊藤はモレル死去による鉄道建設工事の遅延を危惧しつつ，鐵道差配役カーギルに対し
葬儀万端抜かりなく取り行うよう依頼し，費用全額を日本政府が負担する旨記している。
11月２日工部大輔に任ぜられた伊藤とモレルとの交友を物語っている。他方，伊藤は11月
９日「大坂出張被仰付候事」37）。
　かくして，モレルと交流のあった伊藤が，死去に立ち会えず，葬儀にも参列できなかっ
たのは，公務多忙だったためと考えられる。
３－５．『木戸日記』
　また，モレルが亡くなったことを聞き及んだ参議木戸孝允の回想を，日記から抜粋して
おこう。1871年11月７日（九月廿五日）の欄に，以下のように記している。
　　▼　朝英人モレロ，過る廿三日死去。夫人も爲其發狂，終死去すると云。モレロは鐵
道の事起しより實に我政府の爲に誠心盡力，我國の人も有不及者。不幸にして中途に
36）【FO46/142】No.110,260～261頁。
37）『百官履歴一』97頁。
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死す。彼知不可起自ら骨を我が日本に埋るを期す。当月六日，今日を去る廿日前，余
橫濱に至り鐵道に乗る。此時モレロ夫婦送て，川㟢に至る。余此事を思ひ，且此人に
して此不幸ある，實に不堪愍然也38）。
　『木戸日記』10月16日（九月三日）の記述は，次のようになっている。また大藏卿大久
保利通も，11月３日（九月廿一日）鉄道に乗車した旨，次のように記している。
　　▼　一字過より，陸奥，山尾，杉と鐵道に乗り，川㟢に至る。鐵道も漸頃日此邊に達
す39）。
　　▼　三字より蒸汽車に而川㟢迄三十分之間に着す。始而蒸 車に乗候處實に百聞一件
に如す。愉快に堪す。此便を起さすんは必す國を起すこと能はさるへし40）。
　木戸は，モレル夫妻の死去と功績を述べた上で，10月16日に夫妻が橫濱驛41）で木戸たち
を見送ったことを回想している。ここから，木戸は葬儀に参列しなかったことがわかる。
なお陸奥（宗光），山尾（庸三）に続く杉は，静岡県士族で当時民部省出仕の杉亨二と考
えられる42）。また71年秋（鉄道開業式72年10月の約１年前）には横浜から川崎までは鉄道
が開通し，木戸や大久保などの政府高官が利用していたことを示している。先述した『大
隈文書M』は，葬儀参列者の便を図るため，川崎・横浜間の列車を運行させることを明
言している。しかし，駅本屋はまだ完成していなかった43）。
　ところで，太陽暦と当時日本で採用されていた太陰暦とが明確に区別されずに，往々モ
レルの動向が語られていることがある。誤解や混乱を避けるために「陰陽暦対象月表」を
作成したので，参考にしてほしい。
４．死亡記事
　本節ではモレルと夫人の代表的な死亡記事を紹介しよう。そこから夫妻が亡くなったと
きの状況と往時の社会的評価を知ることができる。取上げるのはもっとも詳細に述べてい
る JWM，それとはやや異なっている『ヒョウゴ・ニュース』，世間のとらえ方を語って
38）『木戸日記』第２巻，102～103頁。
39）『木戸日記』第２巻，94頁。
40）『大久保日記』第２巻，190頁。
41）『国鉄写真史』18頁に開業当時の橫濱驛写真がある。
42）『百官履歴二』387頁参照。
43）『日本鐵道史』上篇51頁。
（163）
大阪産業大学経済論集　第 14 巻　第２号
52
表３．モレルの日本での動向に関する陰陽暦対象月表
太陽暦表示 太陰暦表示 　　事　　項
1840年
11月17日
天保十一年
十月廿四日
父トーマス，母エミリーの長男として，ロンドンのイーグル・プレイス１番地（ピカデ
リー）で生まれた。【「出生証明書」】
1862年
２月４日
文久二年
一月六日 モレルが，ハリエット・ワインダーとロンドンで結婚。【「結婚証明書」】
1869年
12月14日
　　20日
　　28日
明治二年
十一月十二日
　　　十八日
　　　廿六日
「第１約定書」「第１命令書」
「第２約定書」で，H.N. レイが外国人の雇用権を有する旨記載。
「第２命令書」
1870年
１月20日
　　23日
十二月十九日
　　　廿二日
「別項約書１」
「別項約書２」で，J.F.H. トロートマンが建設指揮をすると記載。
２月２日
　　21日
明治三年
一月二日
一月廿一日
南豪州アデレードを出航。
「ゴール会談」：セイロンのゴールで，レイとモレルが会った。レイから，技師長就任と
日本赴任を要請された。
３月22日
　　22日
　　26日
二月廿一日
　　廿一日
　　廿五日
伊藤少輔から伊達宗城卿・大隈重信大輔宛書翰。英国公使H.S. パークスから「ゴール会
談」を知らされる。モレルは29日までに来日予定であった。【伊藤の大隈宛書翰】
モレルが香港から上海に到着。【NCH】レイの紹介状を携えて上海に着き，トロートマ
ンと面会。上海副領事R.B.ロバートソンの立会で，正式にレイに雇われる契約を締結。「上
海契約」
４月９日
　　12日
　　16日
　　19日
三月九日
　　十二日
　　十六日
　　十九日
モレルが，オレゴニアン号で橫濱に到着。【JWMなど】
日本政府高官と面会。【『明治前期財政經濟史料集成』】
ハリエット夫人が，橫濱へ向け英国サザンプトンを出港。【LCT】
モレルが伊藤に，全文８ヶ条よりなる建議書を提出。【『伊藤公全集』】
５月28日 四月廿八日 モレルが伊藤に，より体系的で詳細な建議を行う。【『伊藤公全集』】
６月７日 五月九日 ハリエット夫人が，カディス号で橫濱到着。【JWMなど】
７月26日 六月廿八日 夫妻が，ゴールデン・エイジ号で橫濱から神戸へ。【JWM】大阪－神戸の測量。
８月20日 七月廿四日 夫妻が，神戸からゴールデン・エイジ号で橫濱帰着【JWM】
1871年
４月４日
明治四年
二月十五日
夫妻で「大阪造幣寮開所式」に参列。右大臣三條實美，大隈重信ら日本政府高官と同席。
パークス夫妻や鐵道差配役W.W. カーギル夫妻も参列。【JWM】
10月16日
　　28日
　　30日
　　31日
九月三日
　　十五日
　　十七日
　　十八日
夫妻で，木戸らを橫濱駅まで見送る。【『木戸孝允日記』】
モレルが，カーギルに２ヶ月間の療養を申請。
モレルが，ハウエルら立会いの下に「遺言書」を書き換えた。【「遺言書」】
インドへの２ヶ月間の療養が許可され，5000円の療養費を下賜される。【『鐵道寮事務簿』】
11月１日
　　５日
　　６日
　　７日
　　８日付
　　11日付
九月十九日
　　廿三日
　　廿四日
　　廿五日
　　廿六日付
　　廿九日付
モレルが危篤なので見舞うよう，井上勝が大隈に要請。（【『大隈文書M』B571】）
モレル死去。【工部省への電報，「死亡証明書」，新聞記事など】
ハリエット夫人死去。【工部省への電報，「死亡証明書」，新聞記事など】
夫妻の死亡と葬儀の記事。【『横浜毎日新聞』】
橫濱で夫妻の葬儀。
木戸が，夫人が発狂して死亡したと記す。【『木戸孝允日記』】
夫妻の死亡と葬儀の記事。【『ヒョウゴ・ニュース』】
夫妻の死亡・葬儀と追悼記事。【JWM】
1872年
１月，２月
９月20日
明治五年
八月十八日
南豪州やNZの新聞にモレルの死亡記事が掲載された。
南貞助，ロンドンで英国人エリザ・ピットマンと結婚。【「結婚証明書」】国際結婚が許
されていなかったので，エリザ夫人を直ぐに日本へは連れて帰らず。【『宏徳院御略歴』】
1873年
１月
３月14日
８月までに
明治６年 明治五年十二月三日を1873年１月１日として，以降太陽暦を採用。
モレルの「追悼記事」【『土木学会誌』第36巻，299～300頁】
明治政府が国際結婚を認めた。
南夫人エリザが，夫貞助に同行してインド洋経由で来日。【『宏徳院御略歴』】
〔典拠〕『陰陽暦換算表』を参考に筆者が作成した。
略記法　NCH：『ノース・チャイナ・ヘラルド』紙，LCT：『ロンドン・アンド・チャイナ・テレグラフ』紙，
　　　　JWM：『ジャパン・ウィークリー・メイル』紙
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いる『橫濱每日新聞』，および技師として従事したことのある豪州とNZの新聞である。
４－１．11月11日号 JWM
　　▼　外国人居留地３番地で，５日日曜日午後，鉄道技師長エドモンド ･モレル殿，結
核にて死去。
　　　同地で，最愛の妻ハリエット25歳，夫の12時間後に死去。
　JWM第１面冒頭に，上述のようにモレル夫妻の死亡告示が掲載されている。続いて「今
週の出来事」の半分以上のスペースを割いて葬儀の様子が述べられている。
　　▼　通常以上に哀悼の念を抱いて，鉄道技師長エドモンド・モレル氏が逝去されたこ
とをお知らせする。日曜日午後のことである。
　　　ここ数ヶ月間モレル氏の健康は悪化の一途をたどり，生来の肺の虚弱体質が急性結
核を引き起し，それが死因になった。
　　　逝去の悲しい知らせが，外国人居留民社会全体に筆舌に尽くし難いほど強い衝撃を
与えた。
　　　モレル夫妻の遺体の埋葬は火曜日に行われた。いつにもまして数多くの人たちが葬
儀に参列した。会葬者とともに深い同情の念が至る所で示された。さらに，モレル夫
人の突然の訃報は居留民社会に深刻な衝撃を与えた。午後３時，葬列が次の順で行わ
れた。
医者の参列者
ブリッジフォード大佐
モレル氏の棺
シェパード氏
ヤマイ氏 タキダ氏
アダムズ氏 ハウエル氏
ハドロウ医師
モレル夫人の棺
シャンド氏
バートン少佐 リチャーズ大佐
コールドウェル医師 ヘア氏
ピットマン氏
エノウエ氏 カーギル氏
工部省官吏
工部省出仕者
友人
海兵隊員
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　　　教会に到着すると直ちに棺は内陣の前に安置され，葬送行進曲が奏でられた。それ
からバックワース・ベイリー氏と米国海軍マシューズ氏が葬礼の最初の部分を朗読し，
ベイリー氏の子供たちが棺台のまわりに花を供えた。
　　　教会を辞するときまで同じ儀式が続き，葬礼の最後の部分が朗読された墓地まで儀
式がずっと行われた。夫妻の遺体が安住の地に葬られた。その中で，夫妻の遺体に従っ
て墓地まで来た数多くの居留民の間に深い悲しみの念が広がっていた。モレル氏の棺
には次の銘が刻まれていた。
　　　　　エドモンド・モレル，技師
　　　　　1871年11月５日逝去，享年30
　　　モレル夫人の棺は全く同じであったが，そこには次の銘があった。
　　　　　ハリエット・モレル
　　　　　1871年11月６日逝去，享年25
　モレルの棺を担いだヤマイ氏は，工學頭兼測量正の山尾庸三44）。アダムズ氏は，11月13
日グランヴィル外相に自身葬儀に参列した旨報告した英国公使館のアダムズ。シェパード
氏は，建築副役として従事していたチェールズ・シェパード45）。ハウエル氏は，JWM編集
長でモレルの遺言書の立会人。夫人の棺を担いだヘア氏は，夫妻の死亡を井上勝に電報で
伝えた「ヘアール」。ピットマン氏は，遺言書の立会人を務め死亡届けを出した。エノウ
エ氏は，鉱山頭兼鐵道頭の井上勝46）。カーギル氏は，鐵道差配役である。また，夫人の棺
を担いだシャンド氏は，70年秋から仮雇いとなり建築助役を務めていたセオドア・シャン
であろう47）。相当の地位にある人物が葬儀に参列し，棺の周りに侍っていたことがわかる。
　葬儀は火曜日午後に行われたにもかかわらず，多数が参列した。
　夫妻の死は，外国人居留民にも，日本人関係者にも相当のショックを与えた。JWM紙
の記事の扱い，葬儀参列者，および日本政府の対応などがその衝撃の大きさを物語ってい
る。破格の葬儀記事，追悼記事であった。JWM編集者ハウエルが，遺言立会人になって
いるように，モレルが新聞人と親しかったことがその理由の一つかもしれない。
　記事は，「死亡証明書」「遺言書」，および他の史料とも矛盾がなく，補充する内容である。
44）『百官履歴二』269頁。
45）70年南豪州から来日し，75年８月大阪出張滞在中に病没した。
46）『百官履歴二』236頁。
47）山田直匡『お雇い外国人④交通』166～167頁。
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４－２．11月８日号『ヒョウゴ・ニュース』
　『ヒョウゴ・ニュース』11月８日号の記事を紹介しよう。横浜からの情報として，JWM
が伝えたこと以外に次のようなことを記している。
　モレルは，豪州から日本へ赴任した〔赴任前の行動〕。持病の肺結核を患っていたが，
来日後徐々に悪化していった。先週は客人と会っていたが〔遺言変更で少なくとも立会人
２人に会っていた〕，急激に悪化し11月１日（水）以降，危篤状態だった〔病状の進行〕。
モレル夫人が昼夜，病床の傍らで看病を続けていた。不眠不休の看病による緊張で，彼女
自身も12時間後に亡くなった〔夫人の献身ぶり，および遠因として疲労と精神的衝撃を示
唆〕。数日前，冬の間シンガポールで療養する許可が下り，5,000ドル支給されることが決
まったその直後だった。たくさんの人が葬儀に参列すると予想し，彼の死は外国人社会に
も日本政府にとっても大きな痛手である，と結んで彼の人柄と功績を間接的に褒めている。
　「昨日日曜日」とか「葬儀は明日行われる」と述べているので，この記事は11月６日（月）
に書かれている。神戸の新聞記事であることを加味すると，異例の扱いである。
　両新聞記事の紹介されている経歴について結論を述べると，JWMと比べて，片方の親
がフランス人であるとのこと，ラブアンでの在任期間以外，特に大きな相違点はない。な
お『ヒョウゴ・ニュース』には療養予定地（シンガポール）以外，明白な間違いはない。
４－３．11月６日号『橫濱每日新聞』
　モレルの死去を伝えた『橫濱每日新聞』11月６日（九月廿四日）号記事を引用しよう。
モレルの能力，勤務姿勢，臨終に際しての妻とのやりとり，および葬儀の模様などについ
て述べている。持病があったことに加え過労のため亡くなったと記している。
　　▼　工部省鐵道御雇の英人建築長モレール儀ハ，英國無双の工部之道於通明なる者に
して，最も万國に英名を轟かせし者なるが，同人儀鐵道御普請最初より御雇入相成，
昼夜勤勞勉励。当時大概御成功相成たるも全く彼が勤苦に寄べきか。惜哉頃日死去致
せし由。是連病気而已ならす永の勤勞もあるべく。且命終の節，妻へ遺言せしは，今
別るる共また手を引て同し道を行く事もあるべしと。果して翌日，妻も死去せし由。
夫婦の情愛尤も然るへし。兩人とも於当港，英人の墓所へ葬式相營み，工部省官員の
内其外多人數見送りとして同寺迄罷越たる趣なり。命なる哉，今暫く世に存在せば，
其功終るを見るべきに。豈料らん哉，成功の期に臨んて没命せんとは。
　　　已に蒸気車道，六郷御橋を越し，陸橋も御成功相成，八幡塚迠通行。レール敷，今
を盛といへり。十月十日〔11月22日〕頃には，品川宿東海寺邊迠通行可相成。川崎宿
より人員乗車相始り，橫濱迄運轉往復，何字より何字迠の時付け有之由。
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　「英國無双の工部之道於通明なる者にして，最も万國に英名を轟かせし者」との表現は
亡くなった者への賛辞にしても過大である。「大概御成功相成たるも全く彼が勤苦に寄べ
きか」では，功績がモレル一人に帰せられてしまう素地をつくってしまったとも言える。「命
終の節，妻へ遺言せしは，今別るる共また手を引て同し道を行く事もあるべしと。果して
翌日，妻も死去せし由。夫婦の情愛尤も然るへし」には，後年「連理の梅」と称された感
情移入の端緒が窺える。
　「兩人とも於当港，英人の墓所へ葬式相營み，工部省官員の内其外多人數見送りとして
同寺迄罷越たる趣なり」は，JWM葬儀記事と整合的である。
４－４．豪州，NZの新聞
　モレルが技師として働いていた豪州とNZの死亡記事を翻訳紹介しておこう。
　1872年１月23日『サウス・オーストラリアン・レジスター』（南豪州アデレードで発行）
に，モレルが横浜で死亡したという記事が掲載されている。２月３日号にはNZの『イヴ
ニング・ポスト』（ウェリントンで発行）にも同様の記事がある。
　　▼　技師モレル氏　ポート ･オーガスタ鉄道計画の関係で南豪州に来ていたモレル氏
を，多くの読者が憶えているであろう。彼は日本に赴き，そこで帝国鉄道の技師長に
就任した。11月21日号『ジャパン・ガゼット』記事に拠れば，彼は肺結核のため11月
３日〔５日の誤り〕官舎で亡くなった。そして翌日，彼の妻も夫の死後12時間後に亡
くなった。
　　▼　11月22日（11日の誤り）『ジャパン・〔ウィークリー・〕メイル』紙は，日本帝国
鉄道の技師長，故エドモンド ･モレル氏の長い追悼記事を載せている。モレル氏は，
２年間に亘りNZ政府の道路技師の首席補佐を務めていた，と述べられている。モレ
ル氏の妻は，25歳という若さで夫の死後12時間後に亡くなった。
　いずれも日本で発行されていた新聞に拠るとしているが，わざわざモレルの死去を伝え
ている。南豪州は１年弱，NZは１年強，と彼の地におけるモレルの滞在期間はそれほど
長くはないのに，新聞が取上げている。それは偏にモレルの功績や人望によるものと解釈
できよう。
５．十河総裁の碑文
　モレル夫妻の墓は，横浜山手の外国人墓地にある。入り口から階段をおり，管理事務所
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脇を右に曲がって降りていくと「18」の一角にある。墓の前に立つと，彼の波乱に富んだ
人生，日本の鉄道草創期への貢献が秘かに語りかけられてくるように感じられる。命日に
近い晩秋の曇天の昼下がりに，横浜開港資料館での調査の前に時間を割いて，筆者は万感
の思いをこめてお参りした。
　墓石の背後に，十河信二氏（1955年５月20日～1963年５月19日国鉄総裁）の書になる縦
書き碑が立っている。その全文を記しておこう。
　一般に十河総裁は，東海道新幹線の計画立案から建設に至る最大の功労者としても有名
である。十河総裁は，就任早々からモレルの功績と人柄を高く評価し，特に国鉄の若き技
師たちに話しかけ，彼らを激励していたという。それは語り草となって，現在でも受け継
がれている。十河総裁は，当時半ば忘れかけられていたモレルを復活させた人と言える。
　　　鉄道記念物モレル氏の墓
　エドモンド・モレル氏は一八四一年英国に生まれロンドンおよびパリで土木工学を
おさめ　一八七〇年三月初代建築師長として来朝　新橋横浜間及び神戸大阪間の鉄道
工事を主宰し　わが国鉄道の創業にすぐれた功績を残した　またしばしば時勢に適し
た意見を政府に建言し　これまたわが国の土木工学の進歩に寄与するところ多大で
あった　不幸にして途中過労から年来の肺炎が悪化し一八七一年九月二十三日工事な
かばに逝去　夫人もまた十二時間後　あとを追い不帰の客となった
　一九六二年十月鉄道記念物に指定されるに当りその偉業をしのびここに記念碑を建
てその功労をたたえるものである
　　　昭和三十七年十月十四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十河信二書
【写真】
モレルの墓，横浜山手外人墓地
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Morel’sDeath
HAYASHIDAHaruo
Key Words： ①TheDeathRecordsandArticlesofMorel，②MemoriesofFriends
 ③WillandProbate，④Tomb
Abstract
　EdmundMorelwasthefirstEngineer-in-chiefoftheImperialRailwaysofJapan.Hearrived
atYokohamaon9thApril,1870tobeginsurveyandconstructionworkfortherailway.Atthe
sametimehemadeproposalstotheMeijiGovernmenttofacilitatemoreeffectiveandfaster
nationaldevelopment.TheproposalsconcernedtheDepartmentofPublicWorks,theImperial
CollegeofEngineering, anduseofdomesticproductions. Hegainedrespectwithin Japan
becauseofthepropositionshemadeaswellashisprofessionalcontribution.
　Unfortunately hedied on 5thNovember, 1871. Hewasunable to attend theOpening
CeremonyoftheImperialRailwayon14thOctober,1872.Evenworsehiswife,Harrietpassed
away just12hoursafterhisdeath. This tragedycausedshockandgrief for theJapanese
Governmentandforeignresidentcommunity.
　Inthispaper,IdescribeMorel’ssituationattheendofhislifeusingthematerialsextantin
JapanandBritain.TheseshowthegreatappreciationforhisaccomplishmentsinMeijiJapan,
andwhyMoreliscalledas“theFatherofJapaneseRailways”.
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